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特別支援教育が本格的にスタートし，教育現場は今，大きな転換期にある．これまで特

別な支援の対象とされてこなかった通常の学級で学ぶ発達障害の児童生徒に対しても適切

な支援が求められている．これらの児童生徒への支援を充実させるために，特別支援学校

のセンター的機能や外部専門家による巡回指導を活用した取り組みが全国的に展開されて

きている．しかし，支援にあたる特別支援学校の教師や専門家にとって子どもへの直接的

な指導やアセスメント等には慣れていても，学校からの相談依頼を受け，教師や学校への

支援を行う学校コンサルテーションはこれまで経験したことがなく，試行錯誤しながら支

援にあたっているのが実情である．そこで本研究では，この学校コンサルテーションの充

実を図るために，これまで小・中学校等に対して巡回指導を行ったことがある人を対象と

して，どのような困難や課題を抱いているか，また求められる専門性とはどのようなもの

かについて，自由記述によるアンケート調査を実施した内容をＫＪ法に準じて整理した

結果，困難性については「学校側の意識・態度｣，「支援のあり方｣，「保護者支援」の３つ

に，また，求められる専門性については，「コーディネート力｣，「コンサルティング力｣，「支

援観と基本姿勢｣の３つにカテゴリー化されたこれらの結果をもとに,学校コンサルテー

ションを進める上で求められる留意点と専門性について検討した
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Ｉはじめに

平成19年度から特別支援教育が本格的にスタート

し，通常の学級に在籍する発達障害を含む障害のあ

る子どもたちに対しても適切な支援が求められてい

る．子ども一人一人の教育的ニーズに応じた教育を
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充実させるためには，これまでのように担任だけに

まかせるのではなく，学校全体で支援にあたること

が重要となるまた，子どもによっては，外部の関

係機関との積極的な連携を図り，発達障害の子ども

たちを支援していく体制を構築することが必要とな

る．これらを実現するために，特別支援学校のセン

ター的機能による支援や，文部科学省の特別支援教

育総合推進事業を活用した外部専門家の巡回指導等

によって，地域の小・中学校等への積極的な支援が

全国で展開されてきている．しかしながら，これら

の支援にあたる特別支援学校の教師や専門家の多く

にとって，子どもへの直接的な指導やアセスメント
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図１学校コンサルテーション

(国立特別支援教育総合研究所，2007ａ：一部改変）

にはたけていても，学校からの相談依頼を受け，学

校や教師への支援を行うコンサルテーションに関し

ては経験したことがなく，試行錯誤を繰り返しなが

ら支援にあたってきているのが実情といえる．さら

に，松田・芝野（2011）が指摘するように，これま

での特別支援学校のセンター的機能による支援は，

ともすれば担任に対する直接的な支援に終始するこ

とが多く，学校組織に対するアプローチが不十分

であったため，支援方法等が学校の中になかなか蓄

積しない現実がある．そのため，今もっとも求めら

れているのは，学校組織に働きかけるコンサルテー

ションであり，それにより各学校が自校の支援体制

を整備し，一人一人の子ども支援に主体的に取り組

んでいく力を獲得していくことにある．

このような背景の中で、わが国の特別支援教育に

おいて「学校コンサルテーション」ということが，

ここ数年急速に注目を集めるようになってきてお

り，教育現場での活用を意図した学校コンサルテー

シヨンに関する書籍も複数発刊されてきている（国

立特別支援教育総合研究所，2007a，2007b，2010)．

国立特別支援教育総合研究所（2007a）によれば，

コンサルテーションとは「異なる専門性をもつ複数

の者が，援助対象である問題状況について検討し，

よりよい援助のあり方について話し合うプロセス」

であり，学校コンサルテーションとは「学校の場で

行われるコンサルテーション」とされている．図１
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に学校コンサルテーションの図式を示した．自らの

専門性に基づいて他の専門家を援助するものを「コ

ンサルタント」，そして援助を受けるものを「コン

サルティ」と呼ぶとされる．この図で留意したいの

は，クライアント（児童・生徒）を直接支援したり

指導したりするのはあくまで学校や教師であり，コ

ンサルタントは間接的に関わる立場にあることであ

る．コンサルタントは，困難な問題に直面している

コンサルティと連携し，その問題や課題を評価・整

理し，解決に向けてコンサルテイの力を引き出すこ

とが第一に求められているのである．さらに，コン

サルタントは「コンサルテイが専門的な知識を身に

付けることができるようにマネジメントしたり，コ

ンサルテイが抱えている不安に対して他の取り組み

なども紹介しながら安心感を与えたり，課題に対す

る捉え方に関して新たな見方を提案したり，組織・

管理上の問題について改善策を検討したり，外部の

有効な資源へ繋いだりする」ことも期待されている

(国立特別支援教育総合研究所，2007a)．

このように学校コンサルテーションを進めて行く

上で，コンサルタントは重要な役割を担うことにな

るが，現実には特別支援学校をはじめとした教育現

場にこのような力量をもった教師や専門家はまだほ

とんど存在しない．したがって学校コンサルテー

ションを担いうる力量のあるコンサルタントの養成

は急務の課題となっている．そこで本研究では，学
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表１巡回指導で抱く困難性

学校側の意識･態度の多様性（15）

･障害理解の温度差（５）

･支援の依存（４）

･問題の所在が教師（３）

･教師の意識変革の難しさ（３）

支援のあり方（29）

・コンサルテーションの難しさ（８）

･子どもへの支援方法（８）

･教師への支援（４）

･継続的支援の難しさ（４）

･他機関との連携（３）

･その他（２）

保護者支援のあり方（９）

･障害理解，受容の難しさ（３）

･問題の所在が保護者（３）

･学校と保護者の対立，調整(3)

校コンサルテーションの一層の充実を図ることを目

的に，これまで地域の小・中学校等に対して実際に

巡回指導を行った経験のある人を対象として，とぐの

ようなことに困難や課題を抱いているかを明らかに

するとともに，コンサルタントに求められる専門性

とはどのようなものかについて検討することとし

た．

Ⅱ対象と方法

特別支援教育総合推進事業の一つとしてＡ県Ｃ地

区において，幼稚園・保育所，小・中学校，高等学

校への巡回指導を行うために組織された「専門家・

支援チーム｣の一員として,実際に巡回指導にあたっ

たことのある26名を対象とした．対象者の内訳は医

師，大学教員社会福祉士が各１名，残りは特別支

援学校の教員を中心とした教育関係者（指導主事等

を含む）であった．巡回指導を行う中で感じた困難

や課題,及びどのような専門性が求められているか

を明らかにするために，平成24年２月に自由記述に

よるアンケート調査を実施した．アンケートは年度

末に開催された「専門家・支援チーム」会議の中で

実施され，回答は25名から寄せられた．内容はＫＪ

法に準じてカテゴリー化し検討した．
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Ⅲ結果

１巡回指導で抱く困難性

巡回指導で抱く困難性や課題について，自由記述

の内容を分析したところ，総ラベル数は53枚となっ

たこれらは，大きく【学校側の意識．態度の多様

性】，【支援のあり方】，【保護者支援のあり方】の３

つのカテゴリーに分類された（表ｌ）．なお，（）

の数字はラベル数を示す．

ｌ）学校側の意識・態度の多様性

このカテゴリーでまずあげられたのは，学校側の

障害理解に関する温度差である．たとえば「管理職

がどれだけ理解しているかで，学校全体の雰囲気が

大きく左右されてしまう」ことや，「一般に小学校

に比べ中学校では特別支援教育への関心や理解が乏

しい」ことなどがあげられた．また支援に関して

は「要請のあった学校で何らかの手立てを講じてい

てそれが妥当か否か，それ以外の手立てはないかと

いった場合は支援の道を開きやすいが，その子をど

うしたらよいかと丸投げされてしまうと困ってしま

う」というものや「専門家として支援すればするほ

ど，逆に自分たちは素人だからと依存を強め，自ら

の責任を放棄してしまう」といったことが指摘され

た他には，「担任が問題の所在になっているとき

には，次の一手が打てない」ことがあげられた．さ

らに「"困った子だ"という見方を"困っているのは

子どもだ"というように，教師の意識を変えること

はとても難しい」といったこともあげられた．

２）支援のあり方

コンサルテーションの難しきに関しては「自分が

子どもを直接指導するのであればできるものでも，

それを学校や担任に取り組んでもらえるよう具体的

に提案していくことはとても難しい」という意見の

一方で，「自分の意見がそのまま受け入れられ取組

になっていくのは喜びだが，自分一人の意見や考え

でよいのだろうかと不安に思うことがある」といっ

た意見もみられた.子どもへの支援方法では｢パニッ

クがすごい，すぐキレる，字が書けない，人の話を

きけない．どうしたら治りますかと，まるで医者が

処方菱を書くように対症療法的な答えを求められ，

子どもの実態や背景を探りましょうといっても通じ

ない」といった教師の無理解や過大な要求があげら

れた．また担任への支援に関しては「遠回しに言う

と伝わらず，直接的に言うと傷つき，やる気が失わ

れかねない」難しさが指摘された．他には，「継続
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表２求められる専門性

コーディネート力（９）

・関係者の調整力（４）

･支援ネットワークを構築する力（３）

･情報収集力（２）

コンサルティング力（50）

･専門知識とスキル（18）

･アセスメントと支援プランの立案

･依頼者（コンサルティ）との協働

支援観と基本姿勢（９）

･支援観（５）

･支援の基本姿勢（４）

その他（２）

(18）

(14）

的な支援が難しいことが多く，その後どうなったか

わからず，自分の助言や提案が有効だったかについ

て自己評価できない」といった意見も少なからずみ

られた．

３）保護者支援のあり方

保護者支援では，「保護者に子どもの障害をいか

に理解し，受容してもらうか｣，さらに「どのよう

にして前向きに考えられるようにするか」が大きな

課題となっていた．さらにケースによっては「問題

の所在の本質部分が，子ども本人ではなく家族や保

護者にある」こともあり，その場合には「学校だけ

の支援では限界を感じる」との意見もみられた．ま

た，「学校と保護者が対立し，関係が悪化してから

要請される」ことも支援を難しくする大きな要因と

なっていた．

２求められる専門性

巡回指導を行う者に求められる専門性について，

自由記述の内容を分析したところ，総ラベル数は７０

枚となったこれらは,大きく【コーディネート力】

と【コンサルティング力】，【支援観と基本姿勢】の

３つと【その他】に分類された（表２)．

ｌ）コーディネート力

「関係者の調整力」としてあげられたのは，学校

と保護者との関係調整や必要に応じて学校と外部機

関とをつなげていくことなどである．加えて，単に

関係機関につなげるだけでなく，それぞれの機関や

8２

人が連携協力しながら持てる力を十分発揮できるよ

うな「支援ネットワークを構築する力」が必要とさ

れたまた，外部の関係機関とつながり連携してい

くためには，地域にある社会資源について精通して

いることが欠かせず，そのための「情報収集力」が

重要であることがあげられた．

２）コンサルティング力

巡回指導を行う際に求められる専門性として圧倒

的に多かったのは，コンサルティング力で総ラベル

数の７割以上を占めたその内訳は，「専門知識と

スキル」と「アセスメントと支援プランの立案」が

ともに18ラベル，さらに「依頼者（コンサルテイ）

との協働」が14ラベルであった．

「専門知識とスキル」の具体的内容をみてみると

｢発達障害に関する知識｣や｢カウンセリング力｣,「わ

かりやすく伝える力｣，「必要とされる支援内容を整

理できること」，「子どもや教師の力をうまく引き

出す力」さらに「実践経験に裏打ちされた長期的視

点に立った発達や支援を見通す力」などがあげられ

た．

「アセスメントと支援プランの立案」では，単に

｢知能検査等の測定」や「対象児の的確な評価」だ

けでなく，「子どもをとりまく環境要因(物理的・人

的)も含めて総合的に評価」し，「できること，やれ

ることを見つけ｣,場合によっては「その学校が持っ

ているリソースをどのようにすればうまく活用でき

るか」について具体的に提案したり，さらに「取り

組む課題をしぼり，優先順位をつけられる」ことが

あげられた．そしてなによりも継続した支援が重要

で「定期的な評価による見直しによりプランを修正

し，それを関係者で共通理解し取り組める」ように

していく力が求められていた．

「依頼者（コンサルティ）との協働」では，「○○

すべきとアドバイスするのではなく，問題や課題を

改善・解決するために，何が必要かを一緒に考えて

いくスタンス」こそが大事であり，可能な限り「方

策を相手から引き出し｣，「学校が主体的に取組める

働きかけ」や「それぞれの人や機関が持っている力

を各自が十分出せるように調整」し，それによって

｢各学校が自力で解決し，達成感を得られるように

していく」姿勢を堅持すること，いいかえれば「学

校が自立していけるように育てていく」ことが求め

られていた．

３）支援観と基本姿勢
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「支援観」としては，「"専門性''というものは特定

の人や機関だけが持っているものではなく，保護者

であれ，教師であれ，医師であれ，当たり前に持っ

ているものの応用であることを知ってもらう」こと

や「本人，保護者，支援者，それぞれがエンパワメ

ントしていくこと」の重要性があげられた.また,「基

本姿勢｣としては,「信頼関係を築ける豊かな人間性」

や「相手に応じた柔軟性」さらに「他の専門家とも

円滑なコミュニケーションや関係をとれる」ことが，

コンサルタントの必須の専門性としてあげられた．

Ⅳ考察

１学校コンサルテーションの特徴と留意点

今回の調査で多くの人が指摘していたのが，管理

職の特別支援教育に対する意識によって学校全体の

雰囲気が大きく左右されるということである．斎

藤・小川（2006）が「支援体制を実現する上で、特

別支援教育に関する管理職の意識や理解は必須のも

のだ」と指摘しているように，管理職の理解や協力

は，学校コンサルテーションを実効性のあるもの

にしていくための土台や基礎となる重要な要因であ

り，そのことを常に念頭に置きながら支援にあたっ

ていくことが求められている．

また，学校コンサルテーションにあたるものは，

学校という職場や教師集団の特質ということも十分

理解しておくことが必要とされる．淵上（1995）に

よれば，教師集団は，他の職場と違って教師同士に

職務上の緊密な結びつきが少なく，教師個々の独立

性と分離性が保たれているという特徴をもつとされ

る．すなわち，教師個々の自立性が保障され，学級

経営や教科指導に関しては，教師の専門的な能力に

基づいた独自性が尊重されているという．このよう

な職種上の特徴をもつことから，大山･唐津（2008）

は，一般に教師は援助を受けることに慣れていない

ため，ともすれば一人で問題を抱え込んでしまいや

すいことを指摘している．昨今の教育現場では教師

一人の力だけでは解決しえないことも多いことか

ら，教師同士の積極的な連携とネットワークによる

協働で，援助し援助される関係を体得していくこと

がぜひとも必要であるとしている．これを実現する

ためには，単に個々の教師の意識改革に求めるだけ

では不十分であり，援助を受けることに消極的な教

師であってもネットワークの中に必然的に加わって

いく仕組みを構築していくことが必要との提言を
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行っている．したがって，コンサルタントは個々の

具体的な支援方法だけでなく，教師同士が協働し，

互いに支え合う関係をいかにしてつくり出していく

か，いいかえれば，校内の支援体制をどのように整

備・充実させていくかということにも十分配慮して

いくことが求められている．

２相手の力を引き出す「協働」

巡回指導を行うものに求められる専門性として最

も多くあげられたものは，コンサルティング力で

あった.その内容としては;「専門知識やスキル｣,「ア

セスメントと支援プランの立案｣,さらに｢依頼者(コ

ンサルティ）との協働」の３つであったこのうち

｢専門知識やスキル」と「アセスメントと支援プラ

ンの立案」の２つは，特別支援教育に携わる教師で

あれば，誰にでも必須とされる専門性といえる．し

かし，「依頼者（コンサルテイ）との協働」に関し

ては，特別支援教育を専門とする教師といえどもこ

れまで経‘験したことのない領域である．そこで以下

に，この「協働」と言うことを中心に考察を加えて

みたい．

これまで教育現場は，どちらかといえば閉じられ

た環境で，部外者が学校の中に入り込んでいくこと

はほとんどなかったと言ってよい．先に教師は一

般に援助を受ける事や協働して課題解決にあたるこ

とに慣れていない点を指摘したが，学校という組織

にとっても同様なことがいえる．では，一般の教師

が学校コンサルテーションに抱いているイメージ

は，どのようなものであろうか．ウォール．服巻

(2010）は，一般の人が抱くコンサルテーシヨンの

イメージを図２のように示している．この図にある

ように先生（コンサルテイ）が，担任する子どもに

問題が生じたために「助けて」と援助を求めたとす

る.すると，コンサルタントが問題解決の答えが入っ

た鞄を携えて空から降りてきて，まるでスーパーマ

ンのように解決してくれる．ここで留意しなければ

ならないのは，コンサルテーションに対してこのよ

うなイメージを抱いているのは教師だけでなく，多

くの管理職も同様のイメージをもっているというこ

とである．したがって，学校コンサルテーションに

あたるコンサルタントは，管理職も含め教師は，自

分たちをこのような目で見ているのだということを

まず自覚しておく必要がある．そして，このことを

十分認識した上で，学校と協働して問題解決にあた
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図２一般の人が持っているコンサルタントのイメージ

（ウォール・服巻，２０１０：一部改変）

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

る姿勢を保持することがなにより大切である．コ

ンサルタントはスーパーマンのように問題を解決す

るのではなく，自分が来る前よりも学校（コンサル

テイ）がうまくやれるように協働していくことこそ

が大切だということを決して忘れてはならない．コ

ンサルタントは，様々なケースの問題を解決するた

めの方法やスキルを提供するだけでなく，相手から

力を引き出し，主体的に取り組めるよう自立に向け

た支援を行っていくことが最終的な目標となってい

ることを自覚し、研讃を積んで行くことが求められ

ている．
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Thespecialsupporteducationsystemstarted，

andschoolsarefacingamajorturniｎｇｐｏｉｎｔ

Ｓｃｈｏｏｌｃｈｉｌｄｒｅｎｗｉｔｈｄｅｖｅｌopmentaldisorders

whohadattendednormalclassesandwhowere

excludedfromthespecialsupportprograminthe

pastmustnowbegivenappropriatesupport､Inthe

drivetoupgradesupporttothesechildren,ｅｆｆｏｒｔｓ

ｔｏｍａｋｅｕｓｅｏｆｔｈｅｆｕｎｃｔｉｏｎｓofspecialsupport

schoolsasacenterofspecialeducationandthe

itineratesupportprovidedbyprofessiｏｎａｌｔｅａｍｓ

ａｒｅｂｅｉｎｇｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｔｈｒｏｕｇｈｏｕｔｔｈｅｃｏｕｎｔｒｙ・

However,theseteachersofspecialsupportschools

andspecialistsusuallyhａｖｅｎｏｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｉｎ

ｓｕｃｈｓｃｈｏｏｌｃｏｎsultationofprovidingthesupport

requestedbyschools,andthusdosothroughtrial

anderror・Aimingtoenhanceschoolconsultation，
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inthisstudyaquestionnairesurveyconsistingof

open-endedquestionswasconductedonthosewho

haveprｏｖｉｄｅｄｉｔｉｎｅｒａｔｅｓｕｐｐｏｒｔｔｏｅｌｅｍｅｎtary，

juniorandseniorhighschoolsbefbre,askingthem

todescribefreelythedifficultiesandchallenges

facediｎｔｈｅｉｒｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅＴｈｅｒｅｓｐｏｎｓｅｓｗｅre

organizedwiththeKJmethodAsaresult,the

difhcultiesmetwerefoundtobe“awarenessand

attitudeofschoolauthorities，，，“idealsupport，，，and

parentalsupport"、Theexpertiserequiredcould
“

ａｌｓｏｂｅｉｎｔｏ‘‘coordinationability''，‘‘consultation

ability",ａｎｄ“viewsonsupportandbasicattitude"・

Ｔｈｅｉｓｓｕｅｓｔｏｂｅａｄｄｒｅｓｓｅｄｉｎｔｈｅｆｕｔurewere

examined,basedonthefindings．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ ：ｓｐｅｃｉａｌｓｕｐｐｏｒｔｅｄｕｃａｔｉｏｎ，ｓｃｈｏｏｌ

consultation,collaboration
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